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第84図　アカホヤ降灰以降　掘立柱建物跡　実測図（S＝1！80）
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二「

：：：‡3：＝竜フ
第85国　アカホヤ降灰以降　土坑　実測図（S＝1／30）
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84．00m邑－SEl

B′

84．00m

83・70m＝、‾「＼還7「二

83．90mL SEl

①　黒色土　やや粘性あり。径2mm以下の黄褐色粒をわずかに含む。

②　黒色土　やや粘性あり。下層ほどしまりがある。径2mm以下の黄褐色粒を粗に含む。

③　黒色土　固くしまっている。粘性なし。径0．5mm以下の砂粒を含む。

C′

83．90m

82．90mLSE8

82．60m－

83．00mL SElO

82．60m－

⑤　　③

①　黒色土　　　基本屑序Ⅱ層

②　黒色土　　1よりやや硬く粘性あり。下層に0．5皿以下の橙色粒を多く含む。

③　黒色土　　高原スコリアをわずかに含む。

④　黒色土　　高原スコリアを密に含む。

⑤　オリーブ黒　砂粒を密に含む。

（む　黒色土

②　黒褐色土

③　黒褐色土

④　黒褐色土

⑤　黒褐色土

⑥　黒色土

：禁箪誇≡≒≡墓ぞ
④　　　　　　　　　③

掘立柱建物跡　土層注記

（む黒色土

②黒褐色土

土坑2　土層注記

①黒色土

②黒褐色土

③黒色土

④黒褐色土

土坑3　土層注記

①黒褐色土

②黒色土

③黒色土

④灰オリーブ土

⑤にぷい黄褐色土

土坑1　土層注記

（丑暗灰色土

②黒色土

やや硬質。粘性あり。

アカホヤ粒を密に含む。白色微細粒を密に含む砂層。

2よりやや硬質。

粘性あり。アカホヤ粒を少量含む。

アカホヤ粒を微量に含む。軟らかくさらさらしている。

アカホヤ粒をプロッタ状に含む。

①　黒色土

②　黒色土

③　黒褐色土

④　黒色土

⑤　黒色土

⑥　褐色土

A′　　①黒色土
m　　　②　黒色土

③　黒色土

⑥　黒色土

⑤　黒色土

⑥　黒色土

⑦　黒色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5m

耕作土に近い。

アカホヤ粒を少量含む。ややしまりがある。

硬化面

②よりアカホヤ粒を多く含む。

④に近いがやや軟質。

砂粒を含む。しまりがある。

硬質。粘性あり。

①の中に径1cm程度の橙色粒が粗に混じる。

やや軟質。アカホヤ粒が多量に混じる。

①と同質。径5mm程度の黄灰色粒が混じる。

3と同質。径2～3皿程度のアカホヤ粒が粗に混じる。

径2～3cm程度のアカホヤ粒が混じる。

径1～2血程度のアカホヤ粒が密に混じる。

第86図　アカホヤ降灰以降　溝状遺構　土層図（S＝1／30）

非常に軟らかく、軽い圧力で簡単に崩れる。径1～2cm程度の黄褐粘土質土を密に含む。
径1cm程度のアカホヤ粒を粗に含む。

さらさらしていて粒子が細かく、固くしまっている。1～5n甘n程度の明褐色粒をまばらに含

む。極小の白色粒を多く含む。

柔らかくさらさらしている。極小の白色粒を多く含む。ざらざらとしたスコリア（にぷい黄褐

色）を下層に含む。

基本層序II層　全体にわたって5％程度、高原スコリアを含む。

さらさらしていて柔らかい。アカホヤ粒を少量含む。

さらさらしている。橙色粒を少量含む。

さらさらしている。橙色粒を少量含む。白色砂粒を少量含む。

粘性あり　橙色粒を少量含む。

砂質でざらざらしている。高原スコリアを含む。

柔らかく粘性がある。黒色土を含む。

アカホヤ粒を少量含む。硬質、粘性あり。白色粒をわずかに含む。

軟質、粘性あり
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は折れた状態で出土し復元状況は分からないが、上部は付け根部分に1～2回の摂りが見られるととも

に、壷部が、「く」の字に屈折している。時期については明らかにできないが、古墳時代以降ではないか

と考えられる。

SE12［第83図］

B区北部を東西に走り、SElと直行している。切り合いから、SE12が古いと判断した。硬化面が部分

的に見られた。

SE7［平面区・・第83図、土層図‥第86図］

C区を東西に走る。西部は調査区外に延びているが、東部は削平によりSE8以東が確認できなかった。

第86図で分かるように段掘りしているが、これは、遺跡内他の遺構には見られないものである。埋土中

④⑤層に高原スコリアが確認された。SC2とほぼ同じ検出状況である。やはり最下層に砂層があること

から、流路であった可能性が高い。

SE8［平面図‥第83図、土層図・・第86図］

C区北端からD区南東端まで約100mに渡っている。両端とも調査区外に延びている。現耕作土の畦直

下で検出し、畦に沿って延びていた。埋土が黒褐色土とアカホヤの混在層であることから時期的に新し

いと思われる。埋土中より、土師器片や須恵器片が出土した。このうち須恵器片（380）を掲載した。

SElO［平面図‥第83図、土層図‥第86図］

D区南西端で検出された。やはり南北に延びており、南端は調査区外に延びているが、北部はアカホ

ヤが削平されており、北上するほど溝幅が狭くなってV層上面で途切れるというものであった。埋土より、

3期にわたって造成されていることが分かった。1期目は埋土⑥に見られる溝幅全体である。最下部に

砂粒を含んでおり、流路であったと思われる。2期目は、埋土③の硬化面である。非常に硬質で、厚さ

も10cm程度残っていた。埋土（丑で切られ全体像は確認できないが、一時期、「道」として利用していた可

能性がある。3期目は埋土①であるが、新しい時期のものであると思われる。

2遺構外出土遣物

陶磁器［第88図］（381～384）

7点出土したが、いずれも小片である。このうち4点掲載した。383の陶器は、近世の唐津焼である。

土器

遣構内出土遣物として前述した以外に、土師器片が8点出土した。いずれも小片で2点のみ観察表に

掲載した。

石器［第88・89・90図］（385～406）

31点出土した。内訳は、石鉄3点（表土を含む）、敲石1点、台石1点、石核2点、二次加工剥片1点、

剥片23点、砕片1点である。剥片のうち接合資料が12点、これと同一母岩と思われるものが7点ある。

385・386はチャート製の石核である。いずれも単独で出土した。387～389は石鉄である。387・388

は黒曜石製であるが、前者は姫島産である。389はチャート製であるが、前述の早期異形石器と石材が

酷似している。3点とも全体形が二等辺三角形をしており、基部は387が浅い挟り、残りがV字形の深い

挟りを施している。390は尾鈴山酸性岩製の剥片であるが、礫面及び割れ面の色調、質感が前述の377、

後述の接合資料3・4と酷似しており、同一母岩と判断した。391はホルンフェルス製の剥片であるが、
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第87図　アカホヤ降灰以降　SEl・8内出土遺物　実測図（S＝1／2）

この石材は唯一で他に見られない。392は確認調査時の出土で座標を示せないが、第84図溝状遺構1周

辺の石器集中エリア内II層黒色土中である。素材剥離時の礫面をわずかに残し、正面裏面にそれぞれ二

次加工を加えている。393はSE7検出面で出土した。長軸一端に顧打痕が見られる。

394～399は接合資料3である。SEl直上のII層面出土である。397が表土中であるが、調査の経過

でも述べたように、周辺はトレンチヤーによる撹乱を受けており、巻き上げられたものと考えられる。

折れ面同士が中心の接合である。

400～406は接合資料4である。分布は接合資料とほぼ同じで、同一母岩と思われる。405はSEl埋

土①層出土であるが、この埋土は、基本層序II層と特徴が一致している。このことから、接合資料3・

4が作り出された時期には、SElは完全に埋まっていなかったということが言える。

（3）小結

流路に伴うと思われる遺構が大半を占め、遣物量も散漫であったことから、時代的な絞り込みができ

なかった。一方、近隣の台地の縁に位置する下耳切第3遺跡では縄文時代前期～古墳時代の集落の痕跡

が調査されている。本遺跡において流路が多いこと、水辺であった痕跡が残されていることなどとあわ

せると、居住空間を取り囲む森林もしくは草原地帯であったと考えるのが妥当であろう。
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第88図　アカホヤ降灰以降　遺構外出土遺物　実測図
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番号注記番号区グリッド層　器種
‾‾‾‾‾‥‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

377　841BH5　Ⅱ剥片

385　802BH6　Ⅱ石核
386　807BI6　Ⅱ石核

387　12CLlOⅡ石錬

388　799BI7　Ⅱ石嫉

389表土A　　　石鍍
390　826BH6　Ⅱ剥片

391　794BJ6　Ⅱ剥片
392　844B　　Ⅱ二次加工剥片

393　　8CLll　Ⅱ敲石

394　813BH5　Ⅱ剥片

395　819BH5　Ⅱ剥片
396　810BH5　Ⅱ剥片

397表土B　　　剥片
398　806BH6　Ⅱ剥片

399　825BH5　Ⅱ剥片

400　816BH6　Ⅱ剥片

401　812BH5　Ⅱ剥片
402　814BH5　Ⅱ剥片

403　817BH6　Ⅱ剥片

404　811BH5　Ⅱ剥片
405　838BH5　Ⅱ剥片

406　815BH6　Ⅲ剥片

803BH7　Ⅱ砕片

3Co12Ⅱ台石
801BI7　Ⅱ剥片

827BH5　Ⅱ剥片
828BH5　Ⅱ剥片

837BH5　Ⅱ剥片

839BI6　Ⅱ剥片
840BJ6　Ⅱ剥片

843BE4　Ⅱ剥片
886Ds18Ⅱ剥片

接合殴大艮（cnl：倣大幅k一一1）放火輝く。1－－）追放（g）　Ⅹ座標　　Y座標　レベル

SEl埋土尾鈴山酸性岩尾鈴A

石英
チャートチャートA

黒曜石

黒曜石

チャート

尾鉢山酸鮎糖尾鈴A

ホルンフ寓′レスその他

確認調査ホルンフェルスその他

ホルンフェルスその他

尾飴山故地岩尾鈴A　3

尾鈴山剛個尾鈴A　3

尾鈴山酸性岩尾鈴A　3

1．4　　　4．2　　　1．5

1．9　　　2．5　　　1．1

1．6　　　1．8　　　1．2

2．1　　1．7　　　0．2

2．9　　　2．3　　　0．6

2．7　　　2．0　　　0．7

9．4　　　6．8　　　1．7

5．7　　　6．1　　1．1

44．0　－95743．200　45551．200　84．022

5．0　－95749．800　45541．360　83．380

3．0　－95753．090　45542．840　83．851

0．6　－95787．206　45502．620　82．586

1．4　－95753．650　45539．110　83．792

2．3

94．0　－95740．800　45549．070　84．218

37．0　－95762．950　45543．800　83．266

6．4　　　6．1　　2．7　94．0

17．7　　　5．0　　　2．7　254．0　－95788．350

4．1　　　3．3　　　1．1　22．0　車95744．250

4．0　　　3．4　　　2．1　24．0　－95744．780

7．0　　　3．6　　　1．6　41．0　－95746．650

尾鈴山酸性潜尾鈴A　3　　7．1　4．9　1．140．0

尾鈴山酸性岩尾鈴A　3

尾輪山酸性岩尾鈴A　3

尾鈴山酸鵬尾鈴A　4

尾鈴一腰性岩尾鈴A　4

尾鈴山酸性潜尾鈴A　4

尾鈴山酸触岩尾鈴A　4

尾飴山酸独岩尾鈴A　4

SEl埋土尾鈴山酸性射尾鈴A　4

尾鈴山酸性岩尾鈴A　4

頁岩
尾鈴山酸性岩

チャートチャート八

尾鈴山酸性泉尾鈴A

尾鉢山剛三射尾鈴A

SEl埋土朋紬酸他岩尾鈴A

SEl埋土尾鈴山酸性唐尾鈴A

SEl埋土尾鉢山敵性船尾鈴A

ホルンフェルスその他

石英

10．2　　　6．8　　　2．3152．0　－95749．170

7．9　　　5．5　　　1．5

4．8　　　3．3　　　1．0

6．5　　　3．0　　　1．0

3．2　　　2．0　　　0．7

7．3　　　7．3　　　1．5

5．1　　　2．5　　　1．1

6．1　　　2．7　　　1．1

64．0　－95741．690

13．0　－95745．050

15．0　－95744．920

5．0　－95744．770

58．0　－95744．390

5．0　－95745．210

19．0　－95745．550

10．3　　　5．0　　　2．3132．0　－95745．120

0．9　　　0．6　　　0．3

8．3　　13．6　　　4．3

1．2　　　0．6　　　0．4

3．4　　　3．2　　　1．1

2．0　　　1．7　　　1．0

4．4　　　3．3　　　1．0

3．7　　　3．5　　　1．1

5．4　　　3．8　　　1．8

4．2　　　2．5　　　0．7

1．2　　　1．6　　　0．5

0．1－95747．170

1300　－95815．490

0．3　－95750．550

12．8　－95742．690

3．5　－95741．920

14．6　－95744．350

17．2　－95756．000

38．9　－95760．000

8．6　－95716．190

0．9　－95850．875

45491．130　83．512

45551．100　84．161

45550．510　84．160

45550．440　84．100

45548．620　84．085

45550．600　84．160

45549．130　84．109

45550．420　84．106

45550．340　84．060

45549．290　84．120

45551．240　84．154

45550．350　83．833

45549．240　84．095

45533．930　84．021

45488．550　83．212

45539．250　83．995

45551．860　84．136

45551．700　84．185

45550．350　83．967

45545．800　83．465

45544．500　83．395

45563．630　84．300

45424．275　83．028

第25表　アカホヤ降灰以降　石器計測表

番
号

種別 器種 部 ．位 出土

地点

法皇（cm） 手法・調整 ・文様ほか 色　　 調
焼 ． 胎土の特徴 備口径 底径 器高 外　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

378縄文 探鉢
口縁
部

B －
G 5

粗いナデ ナデ 明褐
にぷい
黄褐

良好 1～3mmの白色不透明粒 1～31unlの黒色
鈍光沢粒

S E
l埋
士

380
須恵
器

胴　 部 C －
L lO

斜め平行の叩

き痕
当て具痕 黄灰 灰黄 良好 lmln租度の鼎色鈍光沢粒 1mm以下の赤

褐色砂粒

S E
8埋
士

土師

器
胴　 部 D －

T 19

ナデ 部分的に

スス付着
ナデ にぷい

橙
灰黄 良好 1．51mnl以下の赤褐色、赤灰色粒

土師
器

白線
部

D －
U 18

ナデ ナデ 橙
にぷい
橙

良好 1～3．51mmの褐灰色紐 lluln以下の灰色
粒

第26表　アカホヤ降灰以降　土器観察表

番
口‾す

種別 器種部　 位 出土

地点

法皇（cm） 手法・調整・文様ほか 色　　 調
胎土の特徴・焼成備　　 考

口径 底径 器高 外　　 面 内　　 面 胎土調 粕調

381 磁器 椀 胴部 D －T18 － － －
施粕 施軸 灰 灰白 精良・堅緻

382 磁器椀 胴部 C 一一N ll － － －
施粕 施粕 灰白 オリーブ黄精良・堅緻

383 陶器 ・土宝E 底部 C －LlO － 9．4 － 無軸 施軸 明赤褐色 灰自 精良・堅緻 畳付き
384 磁器 小皿底部 B －J5 － 3．4 －

施粕 施粕 淡黄 灰白 精良・堅緻 畳付き露胎

第27表　アカホヤ降灰以降　陶磁器観察表
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第6節　自然科学分析
検出密度 （．単位 ：×100個／g）

地点 ・試料

分類群　　　　　　 学名

D 区北 SC－4 SC－5

4　　　　 6　　　　 7　　　　 ニ8　　　　 9　　　 10　　　 11　　 13 1　　　 2　　　　 3　　　 4　　　 5 1　　　　 2

イネ科　　　　　　 Gm m ineae （故おSeS）

キビ族型　　　　 Pm iceaet押e 14　　　　 7　　　 36　　　 15　　　 35　　　　 6　　　　 7 14　　　　 7 7

ヨシ属　　　　　 助r喝那加汀¢ecd） 29　　　　 7　　　　 7
14ススキ属型　　　　 肌 用〝血J tyPe 7　　　 14

26　　　 69ウシクサ族A　　　 An血opogoneae A type 30　　 14　　　 64　　　 28　　　 88　　　 49　　　 19　　　 21 49　　　 21　　　 43　　　 20　　　 22

ウシクサ族B　　　 A n血opogoneae B type 7 7 6

モロコシ属型　　　 jb扉 〟椚tyPe 15
7　　　 14

B タイプ　　　　　 B type
7C タイプ　　　　　　 C t　 e 6　　　　 7

タケ亜科　　　　　 B m busoideae （B むnboo）

メダケ節型　　　　 P k b みね血J SeCt．血 お 37　　 151　 178　　　　 7　　　　　　　　 7

154　　　 28　　　 25　　　 20　　　 43

6　　　　 7

ネザサ節型　　　　 P k わん血威加 SeCt．∬云玖氾 66　　 －547　　 164　　　 28　　　　 7　　　 28 6　　　 2 1

クマザサ属型　　　 助∬（ex∝Pt〟か血闇調） 30　　 101　　 57　　 171　　　 73　　　 28　　　 38　　　　 7 26　　　 82

ミヤコザサ節型　　 jk ∬ SeCt．〟如血別冊 30　　　 72　　　 71　 114　　 314　　 119　　 258　　 230 49　　　 218　　 186　　 189　　 167 257　　 26 1

未分類等　　　　　 0 血ers 30　　 194　　 178　　　 43　　　 58　　　 77　　　 13　　　　 7 91　　　 49　　　 25　　　 13　　　 29 26　　　 62

その他のイネ科　　　 0 血ers

表皮毛起源　　　　 H usk hai rorlgln 7　　　　 7　　 14　　　　　　　　 7　　　　 7　　 13　　　 14 21　　　 7　　　 31　　 20　　 14 19　　　 14

棒状珪酸体　　　　 Rod一血甲ed 30　　 －266　r　 l28　　　 28　　　 88　　　 35　　　 63　　　 21 56　　　 21　　　 50　　　 65　　　 51 64　　　 96

茎部起源　　　　　 Stem on gm 6

426　　　 330　　　 322　　　 312　　 282 347　　 466未分類等　　　　　 0血ers 288　　 662　　 577　　 462　　 563　　 358　　 378　　 258

樹木起源　　　　　　 A 血ored

その他　　　　　　 0血eTS 7

植物珪酸体総数　 1btal 561　 2071　 1454　　 924　 1227　　 750　　 794　　 564 879　　　 681　　 688　　　 650　　　 623 784　 1083

お も な 分 類 群 の 推 定 生 産 量 （単 位 ：短 ／d ・皿 ）

ヨ シ 属　　　　　 用 叫 押 血 中 e ed ） 1 ．8 2　　 0 ．4 5　　 0 ．4 5

0 ．17

0 ．0 7　　 0 ．0 8

ス ス キ 属 型　　　　 肋 α 柁血 J ty P e 0 ．0 9　　 0 ．1 8

メ ダ ケ 節 型　　　　 P k b ムk 血 J SeCt．血 お 0 ．4 3　　 1 ．7 5　　 2 ．0 7　　 0 ．08　　　　　　　 0 ．08

ネ ザ サ 節 型　　　　 P k b みね血 J SeCt．〟初級紹 0 ．3 2　　 2 ．6 2　　 0 ．7 9　　 0 ．14　　 0 ．0 4　　 0 ．13

1 ．15　　 0 ．2 1　 0 ．19　　 0 ．1 5　　 0 ．3 3

0 ．0 3　　 0 ．1 0

ク マ ザ サ 属 型　　　 肋 α（ex α Pt 〟 如 血 朋 調 ） 0 ．2 2　　 0 ．7 6　　 0 ．4 3　 1 ．2 8　　 0 ．5 5　　 0 ．2 1　 0 ．2 8　　 0 ．0 5 0 ．19　　 0 ．6 2

ミ ヤ コザ サ 節 型　　 血 誼 Se Ct．〟 如 血 別 冊 0 ．0 9　　 0 ．2 2　　 0 ．2 1　 0 ．34　　 0 ．9 4　　 0 ．3 6　　 0 ．7 8　　 0 ．6 9 0 ．15　　 0 ．6 5　　 0 ．56　　 0 ．5 7　　 0 ．5 0 0 ．77　　 0 ．7 8

タケ亜科の比率 （％）

メダケ節型　　　　 P k わあh J加 SeCt．〟通 舷 41　　　 33　　　 59　　　　 4　　　　　　　　 10

89　　　 24　　　 25　　　 21　　　 39

7　　　　 5

ネザサ節型　　　　 P k ねんね血J SeCt．〃彿 Jd 30　　　 49　　　 23　　　　 7　　　　 2　　　 17 3　　　　 6

クマザサ属型　　　 血∫α（exc甲t坤 画料 墾） 21　　 14　　　 12　　　 70　　　 36　　　 27　　　 27　　　　 7 18　　　 39

ミヤコザサ節型　　 お皿SeCt．〟か血別冊 8　　　　 4　　　　 6　　　 19　　　 62　　　 46　　　 73　　　 93 11　　　 76　　　 75　　　 79　　　 61 72　　　 50

植物珪酸体分析結果（1）

イネ科

●　4

●　6

●　7

●　8

●　9

●10

●11

●13

キ　　ヨ　　ス　ウ　ウ　モ　C
ピ　　シ　　ス　シ　シ　ロ　タ
族　属　　キ　ク　ク　コ　イ
型　　　　属　サ　サ　シ　プ

型　族　族　属
A B　型

メ
ダ
ケ
節
型

ク　　　　、
マ　　　　ヤ
ザ　　　　コ
サ　　　　ザ
属　　　　サ
型　　　　節

型

llllllLLill「l
∵堕疇‥検出密度

L・誓′桓っ推定生産量　　　植物珪酸体分析結果（2）

第28表　自然科学分析資料（1）
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イネ科

キ　ス　ウ　ウ　B C
ビ　ス　シ　シ　タ　タ
族　キ　ク　ク　イ　イ
型　属　サ　サ　ブ　プ

型　族　族
A B

メ　ネ　ク　　　　ミ　　　末　衷　樺
ダ　ザ　　マ　　　　ヤ　　　分　皮　状
ケ　サ　　ザ　　　　コ　　　類　　毛　珪

節　節　サ　　　ザ　　　等　起　酸
型　型　　属　　　　サ　　　　　　源　体

型　　　　節
型

．　5万個／g
検出密度

i・5吋中皿「推定生産量

植物珪酸体分析結果（3）

0　　　　　100％
』　‥　＿＿＿！　　　＿！

タケ亜科の比率

－メダケ率

単位 ：Wt（％）

地点 ・試料

原子王h　 化学式

SC－4 SC－5 D 区北

1　　　 2 ．　　 3　　　　 4　　　　 5 1　　　 2 Ⅵa層

12　 M gO 0．49　　 0．75　　 0．56　　 0 ．46　　 0 ．85 0．50　　 0 ．30 0．07

13　 A l203 33．25　 33．02　 33．48　 32 ．37　 30．32 34 ．19　 34 ．96 32．51

14　 S iO2 52 ．78　 48．65　 50．51　 50 ．68　 51．83 47．89　 48 ．59 49．43

15　 P20 5 0 ．54　　 0．56　　 0．61　 0 ．55　　 0．65 0．48　　 0 ．56 0．62

16　 SO 3 0．48　　 0．50　　 0．53　　 0 ．68　　 0．70 0．82 0．83

19　 晦0 1．43　 1．42　 1．56　 1．65　 1．81 1．70　 1．08 1．35

20　　 C aO 1．30　 1．09　 1．04　　 0．98　 1．00 0．80　　 0 ．92 1．05

22　 T iO2 1．20　 1．11　 1．04　 1．15　 1．17 1．24　 1．26 1．31

25　　 M nO 0．13　　 0 ．26　　 0．25　　 0．27　　 0．25 0．31　 0．30 0．31

26　 F鞄0 3 8．40　 12．63　 10．42　 11．22　 11．41 12．08　 12．03 12 ．51

蛍光X線分析結果

P205

SC－4

1焼土

2　5cm

3　5～10cm

4　10～15皿

5　15～20cm

SC－5

1　2－1

2　2－2

D区北　Ⅵa層

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2．Owt％　　　　　　　　　　　　2．Owt％

リン・カルシウム合量

第29表　自然科学分析資料（2）
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第6節　まとめ
以上述べてきたように、各時代・各文化層ごとの特徴を概観してきた。本節では、特筆すべき事項に

ついて、若干の言及を行い、まとめとしたい。

旧石器時代第I文化層（AT下位）出土の水品製石器について

AT下位暗褐色ローム（MB2）直上で水品を石材とした石器が4点出土している。石核及び剥片が各2

点と僅かであり、接合関係も認められなかったことから、どのような剥離作業が行われたか明らかにす

ることはできなかった。水晶を石材とする石器については、児湯郡内では、川南町の蔵座村遺跡（平成11

年度調査）や、隣接する銀座第3A遺跡（第Ⅲ章報告）で出土している。また、東九州自動車道関連では、

高鍋町の唐木戸第3遺跡でも出土している。前者は縄文時代早期層、後者は小林軽石層である。本遺跡

のようにAT下位となると北方町の矢野原遺跡があげられる程度で類例が少ない。

旧石器時代第II文化層の設定について

第II文化層の設定にあたっては、分布状況に若干のレベル差が認められたものの、遣物出土の連続性

や接合状況からⅥ層～Ⅷa層までをひとまとめにとらえて報告した。D区南西部に限ってみると、面的に

約800nf、レベル的に約1．5mの範囲に約800点もの遣物が集中していた。ここには今峠型のナイフ形石

器をはじめ、台形石器・剥片尖頭器等、多彩な製品が見られるとともに接合資料も多数確認できた。こ

の中で今峠型ナイフ形石器は、ほとんどがⅥC層出土と小林層の下部に位置している。同層からは、台形

石器や二側縁のナイフ形石器も併せて出土し、共伴関係にあると言える。一方、剥片尖頭器を見てみる

と、ほぼ同位層から下部のⅧa層にかけて出土している。「今峠型ナイフが剥片尖頭器の退化形態」という

考え方からすると、一定の時期差が存在する可能性も否定できない。

尖頭器について

第4節－2で述べたように、361について出土層位、周辺遺構の時期から縄文時代草創期に位置づけ

た。この時期の尖頭器については、本県高千穂町の阿蘇原上遺跡において確認されているが、町内及び

周辺市町村での類例がほとんどなく、比較資料に乏しいのが現状である。

高原スコリアを埋土とする土坑について

第4節－3で述べたように、SC2の埋土中に高原スコリアを確認できた。このSC2は遣物を伴わなず

使途不明であるが、同様の大きさ・形状の遺構が、東九州自動車道関連の複数の遺跡で確認されている。

埋土に高原スコリアを含むこと、時期比定できること、遣物が出土しないこと、他の遺構と共伴せず単

独で検出されていることなども共通しており、遺構の性格や用途については今後解明すべき課題である。

以上特徴的な石材・器種・遺構について述べてきた。今後の調査が進む中で、議論の対象となること

を切に願いたい。
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北牛牧第5遺跡近景（南より）

アカホヤ降灰以降　遺構検出状況　一次調査（西より）
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一二＿・・監芸

岳霞堅　　－－．

莞：手二三子‾‾葺
Al区25％掘り状況（乗より） 旧石器時代第I文化層石器出土状況

D区Ⅷa層面剥片尖頭器出土状況 C区Ⅷa層面礫出土状況（北より）

S12検出状況（南より） S19検出状況（乗より）

S110検出状況（西より）
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SC6完掘状況（南より）



S11検出状況（北より） SI13検出状況（北より）

SC4半裁（西より）

SC17完掘状況（北より）

SClO完掘状況（南より）

SC7断面（西より） SC7底部付近（西より）



SBl完掘状況（乗より） SEl完掘状況（南より）

SE8完掘状況（北より） SE7完掘状況（乗より）

SC2完掘状況（南より）

SC3完掘状況 SElO土層断面
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旧石器時代第I文化層出土石器（D

A～C区出土石器（事

台形石器

117

旧石器時代第I文化層出土石器②

＼′

A～C区出土石器②

1、

つJ

ナイフ形石器①
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ナイフ形石器②
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鞄
瀾

融石・台石

、・、

13　－L一一F－

剥片尖頭器

一1欄、ニノ

紆

一

・1．
く

1

鮭
、も　、　′

ナイフ形石器③

覿
曹／

スクレイパー・石核

礫器（接合資料15）



石材別（細粒砂岩）

石材別（流紋岩（彰　接合資料19）

石材別（尾鈴山酸性岩）

石材別（黒曜石）

石材別（流紋岩（診）
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石材別（流紋岩③　接合賃料52）

轟く‥∴強
∴∴＿l

石材別（頁岩（力　接合賃料37）

、

．がp

石材別（頁岩③　接合賃料12）
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石材別（流紋岩④　接合資料53・54・55・56）
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石材別（頁岩②　接合貿科36・61・30・32・33）

石材別（頁岩④　接合賃料21・35・31・38・39）



石材別（頁岩⑤　接合資料37）

一心‾よ一三、、

、藷準塾ノ
石材別（頁岩⑥　接合資料37）
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石材別（頁岩⑦　接合資料17）

麹

・　－・‾

、　十・二・

石材別（頁岩（◎　接合賃科17）
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石材別（頁岩⑨　接合賃料21）

石材別（頁岩⑬　接合資料21－a　21－b）
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石材別（頁岩⑪　接合資料21－a）

蟄

石材別（頁岩⑫　接合資料21－b）
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石材別（頁岩⑬　接合資料43）

縄文時代早期土器

▲　隼＿　丸

〆亡

、一・、一

’l、I

ノ　　く

ノ

縄文時代草創期～早期出土石器②（石鮪）
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旧石器時代第Ⅲ文化層出土石器

亀　魂　康

ヽ

蜜

巌

縄文時代草創期～早期出土石器（力（石鯨）

縄文時代草創期～早期出土石器③
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縄文時代草創期～早期出土石器④

誹
柚

描十

SEl・SE8内出土遺物

126

軒
辟

アカホヤ降灰以降出土石器（D

！′1
1

縄文時代草創期～早期出土石器⑤

アカホヤ降灰以降出土陶磁器

アカホヤ降灰以降出土石器②



銀座第3A遺跡
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第1図　銀座第3A遺跡　調査区および周辺図（S＝1／4，000）

第Ⅲ章　銀座第3A遺跡

第1節　調査の位置と歴史的環境
銀座3A遺跡は、児湯郡川南町大字川南字明野に位置する。遺跡の位置する川南町は、日向灘に画し

た宮崎県中部にあり、上面木山（1，040m）から派生する山地及び丘陵面とその東麓から海岸にかけて広が

る段丘面からなる。段丘面は、一連の平坦面ではなく、崖によって区別され、青鹿面・茶目原画・国光

原画・唐瀬原画・川南原面などの計14両から構成される。本遺跡は、川南町市街地から北西へ約3km、

14両のうち1面の唐瀬原画との境目付近の標高約145mの丘陵縁辺部に位置する蔵座村遺跡に隣接する。

遺跡の周辺は、調査例は少ないが平成14年度から本遺跡と同時に銀座第1遺跡と銀座第2遺跡の調査が

行われている。

旧石器時代遺跡の調査例は少なく、後牟田遺跡、霧島遺跡、銀座第2遺跡などである。銀座第2遺跡

からは、アカホヤ以外は明瞭な火山灰は検出されていないがナイフ形石器を始め石核や剥片等が出土し

ている。他に、大野寅男氏の踏査や川南町の分布調査によって番野地C遺跡・大久保遺跡・谷ノロ遺

跡・卒手遺跡という数多くの旧石器時代の遺跡が確認されている。

縄文時代遺跡は、調査例が後牟田遺跡、霧島遺跡、蔵座村遺跡、銀座第2遺跡、上野原遺跡と少ない
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が、川南町の分布調査によって60ヶ所の遺跡が確認されている。特に押型文土器を伴う早期の遺跡が多

く、丸山西原遺跡・松ヶ迫遺跡・大久保遺跡で確認されている。縄文時代は、旧石器時代同様、主に山

地及び丘陵地に集中する傾向にある。

弥生時代、川南の台地上や丘陵地緑辺上において、特に中期から後期終末にかけて遺跡が急激に増加

する。弥生時代の遺跡は、中期が蔵座村遺跡同様丘陵地縁辺部、後期終末が台地上や丘陵地縁辺部に集

中して立地するようである。中期の調査例は未だないが、後期終末は、円形と方形の各一基の周溝墓が

確認された東平下遺跡、竪穴住居跡6軒が確認された把言田遺跡、竪穴住居跡2軒と周溝状遺構が確認

された野稲尾遺跡の調査例がある。

【引用参考文献】

宮崎県埋蔵文化財センター2002

川南町1983

川南町教育委員会1983

後牟田遺跡調査団・川南町教育委員会2002

宮崎県埋蔵文化財センター1997

茂山護・大野寅男1977

『蔵座村遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第53集

「第一章　川南の歴史的環境と古代遺跡」『川南町史』

『川南町の埋蔵文化財』遺跡詳細分布調査報告書

「後牟田遺跡」「宮崎県川南町後牟田遺跡における旧石器時代の研究」

『霧島遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第4集

「児湯郡下の旧石器」『宮崎考古』第3号　宮崎考古学会

第2節　調査の経過と概要

本調査に先立って、平成14年5月2日～5月7日に確認調査を行った。調査対象面積は1，300I首であっ

たが、調査区内の伐採が完全に終わってはおらず、図4のように6ヶ所にのみトレンチを入れた。北側

では、T5Ⅳ層において石核が出土、周辺に礫の広がりを確認した。

一方、これ以南は耕作等による削平を全面的に受け、T2～4では、表土下がV層赤褐色土（礫を密に

含む）であった。また、この3トレンチの土層は、側方への連続性がなく、地滑りなどを要因とする斜面

堆積物と思われる。Tlは南西に落ちる傾斜部分であるが、II・Ⅲ層が傾斜に添って厚く堆積していた。

土器片（押型文）及び石核（チャート製）が出土した。この層の広がりを確認するためにT6を設定したが、

T2と同様の結果となり、II・Ⅲ層がTl周辺の約200汀fにしか残存していないことが分かった。

以上の結果を受け、本調査対象エリアをTl・5周辺の約300I正に絞って設定した。調査にあたっては、

調査区内に国土座標（XY座標）に乗じた5m単位のグリッドを設定した。南北方向に北からA→U、東西

方向に西から1→11を設定し、便宜上A・B区を設け両区平行して調査を始めた。以下、調査の概要を区

ごとに述べる。

両区とも杉・竹の根が全体に広がり、人力での表土剥ぎは困難を極めた。A区では表土が10～15cm程

度しかなく、この中よりナイフ形石器が出土した。II層では、北側で礫の集中エリアが見られたが、炭

化物や赤化礫は確認できず自然為と判断した。北端で幅・深さとも20cm程度の溝状遺構が確認された。

いずれも遣物を伴わず、埋土が表土であることから、近現代のものと判断し、平面実測のみに留めた。

また、礫集中区の北隣で土坑が1基検出された。埋土とII層が酷似していたため、土層確認のためのト

レンチでようやく断面を確認した。このため、検出面はⅣ層上面である。続いてⅣ層では、F4グリッ

ドからC3グリッドにかけての範囲に散漫に礫の広がりが見られた。確認調査時には、このⅣ層を姶良

ATの二次堆積層と判断していたのであるが、剥片とともに土器片が1点出土した。傾斜部であること
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第4図　A・B区　土層実測ポイント位置図（S＝1／400）
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や植林の影響で、遣物が大きく動いているものと判断した。このⅣ層面での礫の広がりを礫群として実

測し、調査を終了した。

B区では、表採、表土中、II層、Ⅲ層と連続して土器片・石器が出土した。東側は表土下がⅣ層であっ

たが、西側の傾斜部ほどII・Ⅲ層がそれぞれ厚くなり、西端では、合わせて2m近い厚さであった。遺物

については、蔵座村遺跡があった南東部より流れ込んだものと思われる。一方、長軸が10cmを超える礫

や赤化礫も確認されたが、いずれも散在しており遺構は確認できなかった。Ⅲ層下位まで掘り下げ遺物

がないことを確認し、調査を終了した。

第3節　遺跡の基本層序

I層 表　　 土

II層 黒褐色土

Ⅲ層 暗褐色土

Ⅳ層 明黄褐色土

Ⅴ層 赤褐色土

銀座第3A遺跡の土層堆積状況は、遺跡が綬斜面上に立地しているため安

定していないが、基本層序は左記のとおりとなる。アカホヤや小林軽石など

鍵層となる層が明確ではなく、各層の大まかな時代もはっきりしない。

I層は、表土である。II層は、黒褐色土（Hu elOYR3／1）でI層に

比べやや軟らかく、径0．1mm以下の白色微細粒を含みサクサクしている。

縄文時代早期以降の包含層と思われる。Ⅲ層は、暗褐色土（Hu elOYR

3／4）でやや粘性があり、下部は少しずつ褐色に変移している。やはり縄文時代早期の包含層と思われ

る。Ⅳは、明黄褐色土（HuelOYR7／6）でやや粘性を持ち、小礫をわずかに含む。ATの二次堆積

層と思われ、旧石器時代から縄文時代早期の包含層である。V層は、赤褐色（Hue5YR4／8）の粘

土層で無遣物層と思われる。これ以下については礫層である。

以上述べた本遺跡の基本層序を蔵座村遺跡と比較してみると、縄文時代早期を中心とする包含層の第

II・Ⅲ層が、蔵座村遺跡の第Ⅶ層にあたると思われる。蔵座村遺跡ではアカホヤ火山灰の二次堆積が確認

されているが、局地的なものであり、本遺跡では確認されなかった。

第4節　調査の記録
第2節で述べた遺構・遣物分布状況をまとめると以下のようになる。

〇第Ⅳ層…　…A区のみ　　礫群1基　石器2点　土器片2点

〇第Ⅲ層…　…B区のみ　　遺構なし　土器片42点　石器9点

〇第II層…　…A区　土坑1基　溝状遺構2条　土器片4点　石器3点

B区　遺構なし　土器片（縄文土器・弥生土器）130点　石器39点

〇第I層（表土）・・土器（II・Ⅲ層出土遣物との接合関係）6点

緩斜面であるということ、調査直前まで杉林・竹林であったということで、遣物が大きく動いている

ようである。B区II・Ⅲ層については、出土状況が酷似しているとともに接合関係も見られる。

以上の調査結果を受け、本報告においては次のように報告することにした。

1第1文化層（第Ⅳ層）…　‥A区のみ　旧石器時代～縄文時代早期

2　第2文化層（第II・Ⅲ層）・・・A、B区　縄文時代早期以降

133



1旧石器時代～縄文時代早期

A区C3グリッド周辺から南へ下る緩斜面に礫の広がりが見られた。C3グリッド周辺の高所が散漫

で、比較的低所のE3グリッド周辺が特に密集している。また、個々の礫も大きいものが多い。しかし、

集石的なまとまりは見られず、赤変・炭化物・掘り込み等もなかった。構成される礫は、5～10cm程度

の黄褐色系凝灰岩の角礫・亜角礫が中心で、10cmを超える大型のものは1／5程度である。

これら礫の広がりの中に、石器3点、土器1点が出土した。1（第6図）は頁岩製の石核である。母岩

の縁辺部を僅かに残しているが、裏面に残る比較的大きな剥離面から、幾つかに荒割りしたものの一つ

と思われる。荒割り後、打面を頻繁にかえ剥離を施している。同一母岩と思われる剥片は出土していな

い。

一方土器は、上位層からの落ち込みと考えられる。計測表のみの報告に留める。

「、　‾

第6図　A区　出土石器（S＝2／3）

0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

番号 、　呈　　　口 区 グリツ 層 種類 器種等 部位 石材 最大長（cm）冒大幅（cm）最大厚（cm）重量（g） X 座標 Y 座標 ＿ レベル注記番号

1 1 A F 4 Ⅳ 石器 石核 頁岩 4．4 4．6 3．9 6 6．0 －85420．727 47733．163 14 3．845

73 A D 3 Ⅳ 礫 砂岩 4．0 1．2 1．3 4．0 －854 11．723 4772 9．9 94 14 4．273

244 A E 4 Ⅳ 石器 剥片 ホルンフエルス 8．6 7．0 2．2 115．0 －85418．877 47730．7 77 14 3．852

246 A E 5 Ⅳ 礫 尾鈴酸性岩 8．6 6．0 2．7 12 1．0 －85422．134 47734．47 5 1．4 3．831

247 A D 3 Ⅳ 礫 砂岩 6．9 5．8 4．5 23 1．0 －85410．677 47729．505 144．2 82

248 A E 4 Ⅳ 土器 無紋 胴部 －85419．377 4 773 1．969 143．8 38

249 A E 4 Ⅳ 石器 剥片 尾鈴酸性岩 8．0 4．0 2．5 54．0 －85419．671 4 773 1．765 143．84 5

第1表　A区　出土遺物計測表
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第10図　A区　遺構・遺物分布状況図（S＝1／200）

144．500m
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第11図1号土坑実測図（S＝1／40）

第12図1号土坑土層図

①　黒褐色土（10YR3／1）；やや硬い。径0．5m

以下の白色微細粒を含む。

②　黒色土（10YR2／1）；さくさくしている。

①に比べやや軟質0径0・5mm以下の白色微細粒を含む。

③　黒褐色土（10YR2／2）；②より軟質。粘性が

わずかにある。白色・透明微細粒が混じる。

④　黒褐色土（10YR2／3）；やや粘性あり。Ⅳ層の

明褐色土がやや混じる。

⑤　暗褐色土（10YR3／3）；やや粘性あり。Ⅴ層の

赤褐色土が混じる。



2縄文時代早期以降

（1）A区

C3グリッド周辺で黒色土中に礫のまとまりが見られた。構成礫は前述の調査第一両より全体的に小

振りで角礫が大半を占めていた。総数約700点、重量は全体で約70kgである。自然礫と思われる。分布

状況を見ると、北側で土坑1基、溝状遺構2条を検出した。このうち溝状遺構は埋土が表土であり、比

較的新しいものと思われる。一方、遣物は散漫ではあるが、傾斜の緩やかな南部で出土した。上部より

の流れ込みと思われる。

ア遺構

上記礫の北西部に隣接する形で検出されたのがSClである。埋土がII層黒色土に酷似しており、層

序確認のAl→A2ライン掘り下げ時に断面で確認がとれたもので、検出面はⅣ層上面であった。南西

側が排水路埋設による工事で削平を受けていたため全体プランはつかめなかったが、推定で約3mXlm

の楕円形になると思われる。下場の短軸は約0．9mあり、＿立ち上がりはやや急である。検出面からの深さ

は約40cm程度で、埋土は5層に分かれる。遣物や炭化物等は含まれず、時期・使途ともに不明である。

イ遣物　第8～9図（2～5）

石器が3点、土器片が4点出土した。土器片はいずれも細片であり、時期等は不明である。石器はこ

のうち2点実測図を掲載した。2はチャート製の石鉄である。全体形は二等辺三角形を呈している。U

字状の決りを施し、脚部を作り出している。側線は直線的に延び、基部付け根付近から比較的鋭角に加

工を入れ尖った脚部を作り出している。3はやはりチャート製であるが、表裏とも大きく求心上に剥離

が施され、側緑に沿って鋭利な部分を作り出している。また、打面部も除去の痕跡が見られる。細かな

調整があまり見られないが、両面調整石器であると思われる。4は一例緑加工のナイフ形石器であるが、

I層出土である。5は表土中出土であるが、山形押型文である。

（2）B区

ア土器

縄文時代早期以降に位置づけられる土器が出土している。本遺跡における土器は、細片が多く、器形

や調整方法などによる分類が困難である。そこで文様を主な着眼点として、第1類から第7類の分類を

行った。ここでは、分類の基準と根拠を記し若干の説明を行う。弥生土器が少量ながら出土している。

第I類第14図（6・7）

縄文早期に位置づけられるもので、口縁部から胴部にかけて貝殻腹縁による横・斜位の貝殻腹緑刺突文

を施すもので、下剥峰式土器に相当するものと考えられる。ともに胴部で、横・斜位の貝殻腹緑連続刺突

文を施している。

第II類第14図（8～14）

縄文早期に位置づけられる「円筒形貝殻条痕文」系の土器である。口緑部付近に横方向の貝殻条痕文を

施すものである。8～12までは口縁部で、横方向の貝殻条痕文が施されている。13・14は胴部で、縦・
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138



闇蝉囁
．脚癖が辟癖蝿

二確言妻子

＿＿III‾1

6

〟
12

麟曜
細、・諒高や㌻悠
酢一，一パ・－明日－

ど叫I．一一一．瑚け欄
ヽ

芸霊霊霊票韻
′－Ⅰ－‘麒軸勅‘一触ノ訂7
－脚，叫化丈に．々ナ、こ．一「．
、＿一－－▼

軸1軸一〆冊・′しゃ脚下叫
＿　　＿　一　対ttTr．一加脚や珊瑚ヽ

軸′　　　蝿勾－・一廣一離軸呵

窓宗慧蒜笥
j、，，←知和叫判明知率

豆豆肇祀・Pk一・如油如‘
も餌付、′叫一㌦呼ノ叫

－l・ト蒜芯、筑豊渾歪

出土土器実測図①（S＝1／3）

、

　

　

、

膠
浄

弧
仙
漸

迩

感
記
昭
疲
闇
感
懐

繹
輝
　
二
つ
．

10cm

「1－　－　－i　　　　二∃



仕轡鮮
18

′l二一「

’l

25

19

日
20
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横方向に貝殻条痕文を施しているものである。

縄文土器［第Ⅲ類第15図］（15～21）

縄文時代早期に位置づけられるいわゆる「押型文」である。施文具あるいは施文方法によってさらに3

つに細分した。

（a）山形押型文（15～18）

15・18は、外面が縦方向回転の押型文である。16・17は、外面に斜め方向回転の押型文が施されている。

（b）楕円押型文（19～20）

横方向の楕円押型文が施されている。

（C）格子目押型文（21）

格子目状の押型文土器である。

縄文土器［第Ⅳ類第15．16図］（22～38）

縄文時代早期に位置づけられる外器面に縄状の回転縄文を施す一群である。22は、撚糸文系の土器であ

る。23～38は、斜め方向に回転縄文を施しているものである。23～25・33は口緑部で、他は胴部である。

縄文土器［第Ⅴ類第16・第17図］（39～42）

縄文時代早期に位置づけられる「無文土器」である。39・41は、細く尖った口辰部にわずかに外反させ

た口緑部をもつ。40・42は、わずかに膨らみのある胴部である。

縄文土器［第Ⅵ類第17図］（43～50）

縄文後期の所産と考えられるものを一括してⅥ類に分類した。43は、口緑部で外面に斜め方向の貝殻

条痕文を持っている。44は、胴部で外面に指押さえの痕がみられ、その上に縦や斜め方向のナデ調整が

みられる。46は胴部で、曲線の短沈線文が施されている。47は底部で、外面に指ナデ痕がみられるもの

である。48は、全体的に風化気味で内面に横方向のナデが見られるものである。49は底部を利用した円

盤状の土器である。最大長3．2cm、最大幅3．5cm、最大厚0．7cmを計る。50は底部で、全体的にナデ調

整が施されている。

弥生土器［第Ⅶ類第17図］（51）

弥生の口緑部で、外側に大きく外反するものである。

イ　石　器

石舷［第18図］（52－55）

4点出土した。52・53は全体形が正三角形を呈し、54・55は二等辺三角形を呈する。53が石英製で、

他はチャート製である。52・53は先端部が欠損しているが、製作時のものか使用時のものかは明確で

ない。54・55は残存部から、いずれも基部に挟りを入れ脚部を作り出していることが分かる。54は、

2と同じようにU字状に深い決りが施されている。先端部は非常に鋭利である。一万55は、基部の挟り

は比較的浅い。

スクレイパー［第18図］（56）

中型の扇平な砂岩製楕円礫を素材としている。剥片剥離工程においては、打面を作らず、上縁に若干
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の調整を施し母岩から剥離させているため、円礫の自然画をそのまま残している。反対側より剥離を1

回入れ刃部を作り出しているが、刃部そのものには、剥離と呼べる明確な加工痕は残されておらず、使

用痕と思われる欠損が全体に見られる。前述の蔵座村遺跡で報告された「蛤型剥片石器」の範噂に含まれ

ると思われる。

両面調整石器［第18図］（57）

1点出土した。流紋岩製である。前述の2同様、表裏とも求心上に大きな剥離が入り、加えて細か

な調整も施されている。打両部も除去されている。

二次加工剥片［第18～20図］（58－65）

8点出土した。この中には調整剥離と思われるものも含まれているが、明確な類別ができず、二次

加工のある剥片として報告する。

58はチャート製である。確認調査時にトレンチより出土した。縦長剥片素材で、片側緑の上部は大き

な剥離で挟りを作り、先端は尖頭状に調整している。打面が残り、細かな調整も入っていない。

59・60もチャート製である。いずれも打両部を残し、縁辺部に表裏から調整を加えている。使用痕は

見られない。61はホルンフェルス製の中型扁平な円礫の礫面を大きく残し、縁辺部に下部より少なくと

も4回以上の剥離を施し、鋭利な端部を作り出している。側線が大きく欠損しているため全体像は見え

ない。62は縦長剥片の腹面側に打両側と反対側の両方から調整を施し、扁平な剥片を作り出している。

なお、打点周辺に調整痕が見られる63は頁岩製であるが、打面調整痕が見られる。64・65は、割れ口の

色調に加え、黄褐色の縞の入り方が酷似しており、同一母岩の可能性がある。65は打面調整痕が見られ

る。

石核［第20図］（66）

1点のみの出土である。66は黒曜石製である。片側緑にのみ細かな剥離が見られる。

その他の石器［第20図］（67－69）

68は珪質貢岩製である。縦長剥片の側緑部に微細な剥離痕が見られる。
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番

口「〒

種 別 器 種 部 位 番 号
法量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　 調

焼成 胎土 の特徴 備 考
口径 底 径 器高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

5 縄文 深鉢 胴部
A 表 山形押型文の後部分 横・斜め方向のナデ にぷ い にぷ い

良好
3 m m 以下の黒色、透明光沢粒　 4 m m 以

土 的にナデ 褐 褐 下の淡橙、灰粒を含む。

6 縄文 胴部 B II
へラ状工具による綾

杉文と貝殻腹緑圧痕
文

斜め方向のナデ

明赤褐 明赤褐 良好
0 ．5m m 以下の乳白色粒・灰白色0．2m m
以下の無色透明粒、0．1m m 以下の無色透

明光沢粒、黒色光沢粒を含む。

7 縄文 深鉢 胴部 B II 貝殻腹緑による縦・
ヽ

斜め方向のナデ
にぷ い にぷ い 良好

1m m 以下の黒色光沢粒、1m m 以下の金

＋Ⅲ 横方向の連続刺突文

縦方向の短沈線文
橙 褐 色粒、2 m m 以下の灰白色粒、4 m m 以下

の茶褐色粒を含む。

8 縄文 深 鉢
胴部

B II
横方向に条痕文一部 斜め方向に貝殻腹緑

暗赤褐
にぷ い

赤褐
良好

1．5m m 以下の褐色粒　 無色透明光沢粒
（疑似

口緑）

ナデ 条痕文　 一部条痕文 を含む。

9 縄文 深鉢
口緑

部
B II

＋Ⅲ

貝殻腹緑による横方
向の波状条痕文

横・斜め方向のナデ にぷ い

黄 橙

にぷ い

黄橙
良好

6 m m 以下の白色粒、2 m m 以下の灰白色

粒、1．5m m 以下の柱状黒色光沢粒を含む。

10 縄文 深鉢 口緑
B II

横方向に貝殻腹線条 横方向にナデ　 斜め にぷ い にぷ い
良好

3m m 以下の柱状黒色光沢粒、4mm 以下の黒

部 痕文 方向に丁寧なナデ 黄橙 黄橙 褐色粒、1．5m m 以下の無色透明粒、2m m以下

の茶褐色粒、1．5m m 以下の白色粒を含む。

11 縄文 深鉢 口緑

部

B 表

土

4 条の条痕文　 やや
斜め方向の条痕文横

方向のナデ

横方向に丁寧なナデ

斜め方向に丁寧なナ

デ

にぷ い

黄 橙

にぷ い

黄橙
良好

2 mm 以下の柱状黒色光沢粒、0．5m m 以下の
無色透明光沢粒、1．5mm 以下の灰色粒、2．5m m

以下の茶褐色粒、1．5m m以下の白色粒を含む。

12 縄文
口緑

B Ⅲ
横方向の条痕文 横方向のナデ　 斜め にぷ い あかるい

良好
5 m m 以下の灰白色粒、軟質な灰白粒、2

部 方向のナデ 黄橙 黄褐 m m 以下の柱状黒色光沢粒を含む。

13 縄文 深鉢 胴部 B II
横方向に貝殻腹線条

′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　士

横方向のナデ
にぷい にぷ い

良好
3 m m 以下の灰白色、2 m m 以下の半透明

．．」
スス

痕文　 縦方向に貝殻
腹線条痕文

黄橙 黄橙 灰白粒、微細な金色粒を含む。 付着

14 縄文 深鉢 胴部 B II

横方向に貝殻腹緑条 ナデ（風化ぎみ） にぷい にぷい
良好

4 m m 以下の浅黄橙、3 m m 以下の柱状黒
スス

痕文 黄橙 黄橙 色光沢粒、2 m m 以下の灰色粒を含む。 付着

15 縄文 深鉢 胴部
B Ⅲ

＋
表土

山形押型文 縦・斜め方向のナデ
明赤褐 明黄褐 良好

5 m m 以下の灰白色粒、3 m m 以下の赤褐
色粒、微細な黒色光沢粒を含む。

16 縄文 深鉢 胴部
B 表

土

山形押型文 山形押型文

橙 橙 良好
6 m m 程度の白灰粒、1m m 以下の乳白色
粒を含む。

17 縄文 深鉢 胴部 B II

＋Ⅲ

山形押型文 横方向にナデ
にぷい
黄橙

褐灰 良好
2 m m 以下の白色粒、5 m m 以下の黒色光
沢粒を含む。 スス

付着

18 縄文 深鉢 胴部 B II
山形押型文の後部分
的にナデ

縦・横・斜め方向のナ

デ 橙 明赤褐 良好
5 mm 以下の白色不透明粒、3m m以下の黄褐

粒、1m m以下の黒色光沢粒、微細な無色透明

の光沢粒を含む。

19 縄文 深鉢 胴部 B II
楕円押型文 ナデ

明赤褐 にぷい

褐
良好

1．5m m 以下の黒色粒、1 m m 以下の灰白
色粒、微細な透明光沢粒を含む。 スス

付着

20 縄文 深鉢 胴部 B II
楕円押型文 一部楕円押型文　 ナ

デ 赤褐 黄褐 良好
0．2m m 以下の無色透明粒、0．1m m 以下

の灰白粒、柱状の黒色光沢粒を含む。

2 1 縄文 深鉢
口縁

部
B Ⅲ

格子目押型文 横や斜め方向にナデ
にぷい

赤褐
赤褐 良好

0．1m m 以下の無色透明光沢粒、0．2m m
以下の赤褐粒、灰白色粒を含む。

22 縄文
口緑

部 B II
斜め、横方向に撚糸
文

斜め、横方向に撚糸

文 明赤褐 明赤褐 良好
微細な光沢粒、1．5m m 以下の無色透明粒

を含む。

23 ．縄文 深鉢
口緑

部
B II

斜め方向に縄文　 部
分的にナデ

斜め方向に縄文　 一
部 くぼみあり。

にぷい

赤褐

にぷい

赤褐
良好

微細な無色透明光沢粒、2 mm 以下の赤褐

色粒、1m m 以下の灰白粒を含む。
スス
付着

24 縄文
口緑

部 B II
斜め方向に縄文 横や斜め方向に丁寧

なナデ 明赤褐 褐 良好
2 m m 以下の黒色光沢粒、2．5m m 以下の
黒褐色粒、2 m m 以下の白色粒を含む。

25 縄文 深鉢
口緑

部
B II

貝殻条痕文 貝殻条痕文
赤褐

にぷい
赤褐 良好

0．5m m 以下の赤褐粒、黒褐粒、0．1m m 以
下の無色透明光沢粒、黒色透明光沢粒を

含む。

26 縄文 深鉢 胴部 B II
斜め方向に縄文の後

ナデ

横や斜め方向にナデ
にぷ い

黄橙

にぷ い

黄褐
良好

0 ．2m m 以下の無色透明、灰白、乳白、赤褐
色粒、微細な無色透明光沢粒を含む。

27 縄文 深鉢 胴部 B II
斜め方向に縄文 横や斜め方向にナデ にぷ い

褐

にぷ い
褐 良好

微細な黒色光沢粒、4 m m以下の赤褐色粒、

2 m m 以下の黄褐色粒を含む。

28 縄文 深鉢 胴部 B II
縄文 横方向にナデ

にぷ い

黄褐
明赤褐 良好

2 m m 以下の柱状黒色光沢・灰色粒、4

m m 以下の灰白粒・赤褐色粒、1m m 以下
の無色透明光沢粒を含む。

29 縄文 深鉢 胴部 B II
斜め方向に縄文　 部

分的に指の跡がある。

丁寧なナデ
にぷ い

赤褐
赤褐 良好

3 m m 以下の黄橙色粒、1．5m m 以下の柱状

黒色光沢粒、2 mm 以下の灰白色粒、3 cm 以
下の黒色粒、微細な無色透明光沢粒を含む。

第2表　出土土器観察表（1）
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番

ロ‾7亨

種 別 器 種 部 位 番 号
法量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　 調

焼成 胎土 の特徴 備 考
口径 底 径 器高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

3 1 縄文 深鉢 胴部 B II
斜め方向に縄文　 部 縦・斜め方向に丁寧 にぷ い にぷ い

良好
3 m m 以下の茶褐色粒灰自粒、1．5m m 以

分的にナデ なナデ 褐 赤褐 下の灰色粒、1 m m 以下の無色透明粒、柱
状の黒色光沢粒を含む。

32 縄文 胴部 B II

斜め方向と縦の条痕

文後ナデ

斜め方向と縦の条痕

文後ナデ 赤褐 赤褐 良好
1m m 以下の無色透明光沢粒、0 ．5m m 以

下の橙・無色透明・灰白色粒を含む。

33 縄文 深鉢
口緑

部
B Ⅲ

斜め方向に貝殻条痕

文

ナデ
にぷ い

褐

にぷい

褐
良好

微細な無色透明光沢粒、2 m m 以下の灰
白粒、3m m 以下の赤褐色粒含む。

34 縄文 深鉢 胴部 B II

斜め方向に条痕文 ナデ
にぷい
赤褐

暗赤褐 良好
0．4m m 以下の暗赤褐色粒、0．2m m 以下

の灰自粒、無色透明光沢粒、暗黄褐粒を
含む。

35 縄文 深鉢 胴部 B II
撚糸文　 丁寧なナデ 斜め方向のナデ にぷ い

赤褐
にぷい

褐
良好

2 m m 以下の灰白粒　 微細な無色光沢粒

を含む。

36 縄文 深鉢 胴部 B II

斜め方向の撚糸文

斜 め方向・縦方向の
ナデ

ナデ にぷ い

赤褐
暗赤褐 良好

0．2m m 以下の灰自粒、0 ．1m m 以下の黒
色光沢粒、無色透明光沢粒を含む。

37 縄文 深鉢 胴部 B II
斜め方向に5 ～7 条

の撚糸文

ナデ　 黒斑 にぷい

赤褐
灰黄褐 良好

1 m m 以下の黒色粒　 微細な無色光沢粒
を含む。

38 縄文 胴部
B II 斜め方向に縄文、部 斜め方向にナデ　 部 にぷい

黄橙

にぷい

黄褐
良好

0．2m m 以下の灰白色粒、乳白色粒・黒色

＋
表土

分的に縦方向に結節

縄文　 部分的なナデ

分的に強いナデ 光沢粒、0．3m m 以下の無色透明光沢粒を
含む。

3 9 縄文 深鉢
口緑

部 B II

横・斜め方向にナデ ナデ
灰黄褐 にぷい

褐
良好

微細な無色光沢粒、1 m m 以下の赤褐色
粒、1 m m 以下の灰白粒を含む。

4 0 縄文 深鉢 胴部 B II

斜め方向にナデ ナデ にぷい

橙 橙 良好
0．5m m 以下の無色透明光沢粒を含む。

4 1 縄文 深鉢
口緑

部 B II

ナデ ナデ
褐 褐 良好

1m m 以下の黒色光沢粒、1．5m m 以下の
黒色粒、4 m m 以下の黄褐色粒、3 m m 以

下の赤褐色粒を含む。

4 2 縄文 深鉢 胴部
B II

＋
表土

縦方向にナデ 斜め方向にナデ
にぷ い

赤褐

にぷい

褐
良好

0 ．5m m 以下の無色透明光沢粒、2 m m 以

下の灰色粒、1 m m 以下の黒色光沢粒を
含む。

43 縄文
口緑

部 B II

横方向にナデ 短沈緑
にぷ い

黄橙
橙 良好

1．5m m 以下の黒色光沢粒、1．2m m 以下

の無色透明光沢粒、2 m m 以下の白色粒、
2 ．5m m 以下の灰色粒を含む。

44 縄文 深鉢 胴部 B II
縦や斜め方向にナデ
指押さえの跡

横や斜め方向にナデ にぷ い

赤褐
明赤褐 良好

0．2m m 以下の灰白色粒、0．1m m 以下の

無色透明光沢粒、黒色光沢粒を含む。

45 縄文 胴部 B Ⅲ
連続した短沈緑文渦
巻き状に短沈線

ナデ
にぷ い

黄橙

にぷい

黄橙
良好

3．5m m 以下の灰白色粒、4 m m 以下の灰色
粒、2．5m m 以下の黒色光沢粒、6．5m m 以下

の明褐色粒、1．5m m 以下の黒色粒を含む。

46 縄文 胴部
B 表

土

曲沈線文 横・斜め方向のナデ
にぷ い
橙

橙 良好
5 m m 以下の灰白色粒、9m m 以下の灰褐

色粒、3 m m 以下の黒色粒、3m m 以下の茶
褐色粒を含む。

47 準文 深鉢 底部 B II

丁寧なナデ 丁寧なナデ
にぷ い
赤褐

暗赤褐 良好
2 m m 以下の灰白色粒、3 m m 以下の無色
透明粒、微細な無色透明光沢粒、2 m m 以

下の赤褐色粒を含む。

48 縄文 深鉢 底部 B II
横方向にナデ

赤褐 暗赤褐 良好
2 m m以下の無色透明粒、無色透明光沢粒、

赤褐粒、灰白色粒、1 m m 以下の黒色透明
光沢粒を含む。

49 縄文 深鉢 底部 B Ⅲ
ナデ ナデ

明褐 明褐 良好
3m m 以下の乳白色粒、1m m 以下の無色

透明光沢粒、1．5m m 以下の無色透明粒、1

mm 以下の黒色粒を含む。

5 0 弥生 深鉢
口緑

部 B II

横方向にナデ 横方向にナデ
にぷい

黄
黒褐 良好

0．3m m 以下の灰白色粒・赤褐色粒、0．1m m

以下の黒色光沢粒・無色透明光沢粒を含
む。

第3表　出土土器観察表（2）



番号注記番号 区 グ」ツド 層 種別 器種 等 石材 最大長（G両 最大幅（0両 最大厚（ロ両 重量 （g） ×座標 Y 座標 レベル 備考

2 7 5 A C 3 II 石器 石銀 チャー ト 2 ．9 1．7 0 ．3 1．1 －8 5 4 0 7 ．4 4 3 4 7 7 2 7 ．7 3 4 1 4 4 ．77 6

3 7 4 A E 4 II 石器 二次加工剥片 チャー ト 3 ．4 3 ．9 1 ．4 1 5 ．2 －8 5 4 1 6 ．3 5 2 4 7 7 3 0 ．8 3 7 1 4 4 ，10 8

4 表土一括 A I 石器 ナイフ形石 頁岩 3 ．2 1．5 0 ．8 3 ．4

5 2 2 1 1 B S l O II 石器 石鍍 チャー ト 2 ．0 2 ．3 0 ，5 2 ，5 －85 4 8 7 ．4 5 0 4 7 7 6 0 ．80 1 1 3 9 ．99 0

5 3 1 6 1 B S l O II 石器 石紙 チャー ト 2 ．2 2 ．7 0 ．7 3 ．4 －85 4 8 7 ．0 8 4 4 7 7 6 1 ，04 9 1 4 0 ．3 1 7

5 4 1 1 2 B S l O II 石器 石錬 チャー ト 3 ．0 1．8 0 ．4 1．2 －85 4 8 8 ．6 0 7 4 7 7 6 3 ．18 8 1 4 0 ．3 9 7

5 5 5 5 B S 9 II 石器 石鍍 チャー ト 3 ．3 1．1 0 ，5 2 ．2 －8 5 4 8 7 ．10 0 4 7 7 5 9 ．24 9 1 4 0．0 6 3

5 6 1 3 1 B T lO II 石器 スクレイパー 砂岩 7 ．3 6 ．4 1 ．4 6 2 ．0 －8 5 4 9 3 ．2 4 0 4 7 7 6 0 ．8 3 8 1 3 9 ．5 1 9

5 7 1 8 9 B R 9 Ⅲ 石器 石核 頁岩 3 ．2 3 ．7 1 ．1 1 2 ．9 －8 5 4 8 7 ．6 9 1 4 7 7 5 8 ．4 7 2 1 3 9 ．2 1 9

5 8 3 B 確認トレ Ⅲ 石器 剥片 チャー ト 3 ．1 1．4 1 ．3 4 ．6

5 9 4 6 B R l O II 石器 二次加工 チャー ト 2 ．2 2 ．8 0 ．8 5 ．2 －8 5 4 8 4 ．0 8 6 4 7 7 6 3 ．3 9 3 1 4 1．2 8 7

6 0 4 3 B S l O II 石器 二次加工剥片 チャー ト 2 ．8 4 ．3 1 ．3 1 4 ．0 －8 5 4 8 6 ．5 2 0 4 7 7 6 3 ．5 2 0 1 4 0 ．7 2 7

6 1 1 5 7 B T 9 II 石器 二次加工剥片 ホルンフエルス 7 ．5 6 ．5 1 ．9 1 0 6 ．5 －8 5 4 8 9 ．5 7 5 4 7 7 5 8 ．5 7 5 1 3 9 ．6 2 4

6 2 1 6 5 B S 9 II 石器 二次加工剥片 ホルンフ工ルス 7 ．9 4 ．0 1．4 4 8 ．8 －8 5 4 8 9 ．3 5 7 4 7 7 5 8 ．4 4 2 1 3 9 ．4 6 4

6 3 2 3 5 B T l O Ⅲ 石器 二次加工剥片 頁岩 3 ．5 4 ．5 1．1 1 4 ．1 －8 5 4 9 0 ．8 3 0 4 7 7 6 1．8 2 5 1 3 9 ．5 1 6

6 4 1 5 8 B S 9 Ⅲ 石器 二次加工剥片 ホルンフ工ルス 5 ．1 5 ．5 1．9 4 2 ．8 －8 5 4 8 8 ．19 7 4 7 7 5 8 ．1 1 3 1 3 9 ．3 3 7

6 5 2 2 1 B S 9 II 石器 二次加工剥片 ホルンフ工ルス 5 ．6 5 ．1 1．8 2 9 ．5 －8 5 4 8 6 ．7 9 0 4 7 7 6 1．8 1 4 14 0 ．2 1 6

6 6 1 2 1 B S l O II 石器 石核 黒曜石 1．7 1 ．0 1．0 2 ．3 －8 5 4 8 9 ．6 7 5 4 7 7 6 1．2 9 3 1 3 9 ．8 8 6

6 7 1 6 B R l O II 石器 剥片 頁岩 4 ．4 4 ．6 3 ．9 6 6 ．0 －8 5 4 8 2 ．0 2 8 4 7 7 6 2 ．9 7 5 14 1．5 1 2

6 8 9 6 B S l O II 石器 二次加工剥片 凝灰質頁岩 3 ．6 3 ．4 1．0 1 0 ．0 －8 5 4 8 8 ，30 4 4 7 7 6 2 ．1 1 5 14 0 ．2 2 6

6 9 表土一括 B I 石器 二次加工剥片 チ ャー ト 3 ．0 1．9 0 ．6 2 ，0

1 4 8 B T 9 II 石器 剥片 l ホルンフ工ルス 4 ．0 8 ．6 0 ．7 3 7 ．0 －8 5 4 9 0 ．3 1 7 4 7 7 5 8 ．8 6 9 1 3 9 ．30 3

II層一括 B 確認トレ II 石器 石核 黒曜石 1．7 1．0 1．0 2 ．3

6 B T 9 II 石器 剥片 ホルンフ工ルス 4 ．0 3 ．4 0 ．9 8 ．0 －8 5 4 9 2 ．9 8 2 4 7 7 6 1 ．9 1 0 1 3 9 ．67 3

1 1 B S l O II 石 器 剥片 ホルンフ工ルス 7 ．9 4 ．1 1 ．3 2 9 ．0 －8 5 4 8 7 ．16 2 4 7 7 6 4 ．4 6 8 1 4 0 ．9 1 9

1 3 B S l O II 石 器 剥片 ホルンフ工ルス 4 ．5 6 ．7 1 ．2 3 6 ．0 －8 5 4 8 6 ．9 5 4 4 7 7 6 4 ．6 7 7 1 4 1．05 1

2 7 B S l O II 石 器 剥片 流紋岩 6 ．0 3 ．1 1 ．4 2 1．3 －8 5 4 9 0 ．0 8 6 4 7 7 6 0 ．7 5 4 1 3 9 ．93 4

2 8 B S l O II 石 器 砕片 チャー ト 1 ．7 1．1 0 ．3 0 ．1 －8 5 4 8 9 ，8 6 2 4 7 7 6 1 ．13 7 1 4 0 ．04 4 参考資料

2 9 B S l O II 石 器 砕片 チャー ト 1 ．2 1．6 0 ．4 0 ．1 －85 4 8 9 ．3 3 4 4 7 7 6 0 ．6 5 1 1 3 9 ．96 9

5 4 B S 9 II 石器 剥片 ホルンフ工ルス 11 ．6 5 ．9 3 ．0 1 1 2 ．0 －85 4 8 7 ，5 2 0 4 7 7 5 8 ．8 5 1 1 4 0 ．07 7

5 6 B S 9 II 石器 砕片 チャー ト 1．0 1．0 0 ．2 0 ．1 －85 4 8 6 ．2 5 0 4 7 7 5 9 ．13 9 1 4 0 ．24 4

5 7 B S 9 II 石器 剥片 ホルンフエルス 2 ．8 4 ．8 1 ．1 1 2 ．0 －85 4 8 6 ．8 4 2 4 7 7 6 0 ．4 7 4 1 4 0 ．39 9

7 0 A E 4 II 石器 剥片 尾鈴酸性岩 6 ．2 4 ．8 2 ．0 3 5 ．0 －85 4 1 7 ．2 0 9 4 7 7 3 2 ．0 8 6 1 4 3 ，95 0

7 8 B T l O II 石器 剥片 尾鈴酸性岩 7 ．9 9 ．5 4 ．5 3 6 6 ．0 －85 4 9 1．3 7 6 4 7 7 6 0 ．9 6 0 1 3 9 ．69 3

7 9 B T l O II 石器 剥片 チャー ト 1 ．5 1．7 0 ．5 1．0 －85 4 9 0 ．3 3 5 4 7 7 6 0 ．4 1 6 1 3 9 ．67 7

8 0 B T l O II 石 器 剥片 チャー ト 2 ．9 1．4 0 ．8 3 ．0 －85 4 9 0 ．3 0 3 4 7 7 6 0 ．3 6 9 1 3 9 ．67 4

1 0 0 B S l O II 石器 微細剥離剥片 凝灰質頁岩 3 ．6 2 ．3 0 ．5 5 ．0 －85 4 8 7 ．9 7 7 4 7 7 6 3 ．58 7 1 4 0 ．5 4 6

1 0 4 B S l O II 石器 砕 片 チャー ト 1 ．4 1．2 0 ，2 0 ．1 －8 5 4 8 7 ．3 0 4 4 7 7 6 4 ．15 4 1 4 0 ．7 1 2

1 1 1 B R l O II 石器 砕片 ホルンフエルス 1 ．7 1．4 0 ．2 0 ．1 －8 5 4 8 3 ．4 9 4 4 7 7 6 4 ．9 4 3 1 4 1．6 4 4

1 1 5 B S 9 II 石器 剥片 頁岩 3 ．1 1．1 0 ．6 2 ．0 －8 5 4 8 6 ．8 5 5 4 7 7 6 3 ．0 1 7 14 0 ．5 2 1

1 2 3 B S 9 II 石器 剥片 尾 鈴酸性岩 3 ．8 7 ．6 1．6 4 4 ．0 －8 5 4 8 8 ．3 2 4 4 7 7 6 1．9 0 1 14 0 ．14 7

1 2 9 B S 9 II 石器 砕片 砂岩 3 ，0 1 ．5 0 ．4 0 ．1 －8 5 4 8 7 ．3 9 2 4 7 7 6 0 ．1 1 3 14 0 ．2 9 8

14 5 B T 9 II 石器 砕片 チ ャー ト 2 ．9 1 ．7 0 ．8 3 ．0 －8 5 4 9 1 ．2 1 6 4 7 7 5 9 ．2 0 5 13 9 ．17 6

14 6 B T 9 II 石器 剥片 頁岩 2 ．0 3 ．2 1．0 5 ．0 －8 5 4 9 0 ．7 6 0 4 7 7 5 9 ．6 6 5 1 3 9 ．2 5 8

1 5 0 B S 9 II 石器 剥片 ホルンフエルス 8 ．4 4 ．5 1．3 4 1 ．0 －8 5 4 9 0 ．06 0 4 7 7 5 9 ．2 1 5 1 3 9 ．44 3

1 6 0 B S l O II 石器 剥片 流紋岩 6 ．0 2 ．2 2 ．3 13 ．0 －8 5 4 8 6 ．63 1 4 7 7 6 1．9 1 2 1 4 0 ．44 7

1 6 9 B R l O Ⅲ 石器 剥片 ホルンフ工ルス 4 ．2 3 ．6 1．2 1 1 ．0 －8 5 4 8 4 ．64 5 4 7 7 6 3 ，2 3 4 1 4 0 ．5 9 8

1 8 2 B S 9 Ⅲ 石器 二次加工剥片 ホルンフエルス 10 ．8 8 ．9 3 ．3 3 5 6 ．0 －8 5 4 8 5 ．16 2 4 7 7 5 8 ．7 3 7 1 4 0 ．14 9

1 8 8 B R 9 Ⅲ 石器 剥片 ホルンフエルス 4 ．0 2 ．5 0 ．9 6 ．0 －8 5 4 8 4 ．09 4 4 7 7 5 9 ．0 9 0 1 4 0 ．3 7 0

1 9 1 B R 1 1 Ⅲ 石器 剥片 チ ャー ト 2 ．7 2 ．1 0 ．7 4 ．0 －8 5 4 8 3 ．9 8 0 4 7 7 6 5 ．13 9 1 4 1．24 1

1 9 6 B R l O Ⅲ 石器 微細剥離剥片 頁岩 3 ．9 2 ．5 1．5 1 1 ．0 －8 5 4 8 1 ．6 4 5 4 7 7 6 4 ．16 4 1 4 1．7 0 9

第4表　出土石器計測表
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第5節　まとめ
調査対象エリアのうち、比較的傾斜の緩やかな部分が削平を受け急傾斜地の部分のみの調査であった。

地滑りなどによる不安定な堆積状況に加え、直前までの植林の影響もあり、文化層の認定が困難であっ

た。ここでは、出土遣物について、隣接地の蔵座村遺跡との比較を行い、まとめとしたい。

1土器について

調査第2両（II・Ⅲ層）中より、縄文土器類が出土した。多くは蔵座村遺跡と同様に、縄文時代早期に位

置づけられる。個数は少ないが、貝殻文系（本遺跡のI類）・円筒形貝殻条痕系（本遺跡の第II類）・押型

文系（本遺跡の第Ⅲ類）・条痕文系・撚糸文系（本遺跡の第Ⅳ類）などバラエティに富んでいる。

第I類は、貝殻腹緑による刺突文を横・斜位に交叉状に配しており、新東晃一氏の設定する「下剥峰式

土器」の範噂に入るものと考えられる。第II類は、横施文のみのものと、横施文と縦施文の複合のものが

みられる円筒形貝殻条痕文土器である。第Ⅲ類は、押型文である。本遺跡では、「稲荷山式土器」・「田村

式土器」などに比定される土器が出土していて、ある程度の時間差を有する。第Ⅳ類は、外面が縄状の工

具によって施文されたものであり撚糸文系の土器と思われる。

このように本遺跡は、蔵座村遺跡のように貝殻文系・円筒形貝殻条痕文系・押型文・縄文・撚糸文系など

複数の土器型式が混在し、複雑な様相を呈している。しかし、縄文早期前半から早期末期にかけての範

噂には収まると思われる。本遺跡は、旧石器と縄文早期土器が同じ包含層から検出されており、各類の

共伴関係や編年的序列は、兄いだせなかった。

2石器について

全体で50点、総重量約1，800g、製品として明確に位置づけられるものが数点、接合資料はなしという

調査結果であった。

B区II層出土のスクレイパー（55）は、7．3cmX6．4cmの楕円形、断面細柳葉形で、蔵座村遺跡でい

う「蛤形剥片石器」にあたると思われる。蔵座村遺跡では、全14点を利用する剥片や刃部の作出方法によ

って5類に分類している。55については、Ⅲ類に相当するものと思われる。蔵座村遺跡でもふれられて

いるが、石核と思われる円礫は確認できなかった。

出土遣物を石材から見てみると、チャート33％、ホルンフェルス29％、貢岩14％、尾鈴山酸性岩

6％、凝灰質貢岩4％、黒曜石4％、砂岩4％、流紋岩4％、石英1％であった。この点について蔵

座村遺跡では、観察表に示された80点のうち23点（29％）がチャートであり、傑出していることが分かる。

器種では、石鋲が主であるが、本遺跡でも見られた両面調整石器にも利用されている。

以上述べてきたように、蔵座村遺跡に隣接する傾斜地ということで、関連する遣物が多く出土した。

【引用参考文献】

宮崎県埋蔵文化財センター2002　「蔵座村遺跡」　宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第53集

宮崎県埋蔵文化財センター2001「木脇遺跡」　　宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第40菓
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A区表土除去状況（北より）

SCl完掘状況（乗より）
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A区検出状況（北より）

J F

二‾一一　　，‘

B区検出状況（乗より）

A区出土石器



B区出土土器①

B区出土土器③

B区出土土器⑤
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B区出土土器②

B区出土土器④

B区出土土器⑥



B区出土土器（∋

1肇：

潤

‥ニ〆

B区出土石器（D

B区出土石器③
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B区出土土器⑧

B区出土石器②

ヽ－ノー－

B区出土石器④
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